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平成 23 年 3 月 2 日 
 
 
企業会計基準委員会 御中 
 

ミ タ チ 産 業 株 式 会 社 
代表取締役社長 橘 至朗 

 
 

論点整理「リース会計に関する論点の整理」に対するコメント 
 
 
平成 22 年 12 月 27 日付論点整理「リース会計に関する論点の整理」について、下記の通

り、意見を申し述べます。 
 
まず、短期リースの取扱ですが、当社では比較的少額のリースを多数契約しています。

再リース契約になる契約も相応にあります。そのようなリース期間が 1 年以内の短期間の

リース取引を網羅的に把握し、これらを資産及び負債として会計処理することは極めて煩

雑で、実務上の負荷は著しく大きいものと考えています。よって、現行基準と同様に、資

産及び負債を認識せず、リース料支払時に費用を認識する会計処理、すなわち賃貸借処理

を引き続き容認すべきであると思います。 
 
また、更新オプション行使の可能性を見積もることは実務上極めて困難であると考えて

います。当社の例で言いますと、お客様への製品納入の打ち切りに合わせてリース期間が

終わることもあります。そういった事象を見積もることは、極めて難しいだけでなく、敢

えて見積もった結果は、不確実であると思われます。その様な見積もりに基づいて算定す

る額を、資産及び負債として認識することは、却って財務諸表への信頼性を低下させてし

まうのではないかと考えています。 
 
論点整理の内容は、複雑であり、より簡潔な基準化を進めて頂くよう、再考を求めます。 

 
以 上 

 


